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◎回覧・配付をお願いします。増し刷り配付はご自由にどうぞ。山梨県庁のホームページでも掲載中です。

◎ご意見・ご感想、情報提供はこちらまで。

子どもへのまなざしをみんなで共有することが大切。「スキャモンの発達
曲線」によると、神経系の発達は６歳頃までにほぼ終わる。つまり心の成長
については６歳までの乳幼児期が特に重要であるということ。これは「オオ
カミ少女」の例からも知ることができる。この時期に親が子どもにいかに関
わるか、周囲がいかに関わるかが大切。
子どもをとりまく環境は、出生率の低下・少子化、家族や地域社会のあり
方、産業・就労の状況、情報社会の進展など大きく変化している。このような変化の中で親が子どもを育
てる力が低下し、それが不登校・非行・家庭内暴力やいじめ、さらには拒食・過食などの子どもの問題と
なって現れてきている。また、大人になってからの若年結婚や若年妊娠、晩婚化や育児不安、さらには虐
待・放任や過保護・過干渉などの問題にもつながっている。この状況に対して国も「少子化対策要綱」「次
世代育成支援対策推進法」「豊かな体験活動推進事業」など、各機関が法律を制定し事業を展開してはい
るが、地域での対応がなければこれらはすべて不可能だ。
子どもが「よき思春期」を経て「よき成人」に至るには、「良き乳幼児期」を過ごす必要があり、その
ためには「よき妊娠」による「よき出生」であることが不可欠であり、その前提となるのが「よき出会い」
と「よき結婚」である。これが「生命(いのち)のサイクル＝母子(父子)保健のサイクル」である。このサイ
クルの中で人と関わることで「人間」は育つということへの深い気づきに至る。
親の役割は「子どもの自立をめざす」ことであり、子どもへの最高の関わりは「サポート」である。親
の手出し（ヘルプ）は親の自己満足であり、子どもの人生を横取りし子ども
をダメにしてしまう。子をサポートして子の才能（個性）を開花させるのが
親の役割。今からでも「遅い」ということは決してない。
子どもをサポートする「母親」を包み込む周囲のあたたかな「愛の手」
が大切。それが夫・家族・近所・愛育会・地域社会・専門職・専門機関・
行政。子どもの心身の健やかな育ちは、近未来に「ちゃんとした大人」に
なる基盤づくりなのである。      

http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoiku-hym/index.html
Email : aruga-asvk@pref.yamanashi.lg.jp

TEL   0553-20-273
FAX   0553-20-2733

峡東地域教育推進連絡協議会主催

テーマ 「子どもは誰が育てる?」
～親・家族・保育所（園）・幼稚園・学校・行政そして地域の愛～

６月２4 日（火）、山梨市民会館において峡東地域教育推進連絡協議会の総会及び子育て講演会を開催
しました。会長には甲州市教育長の保坂一仁氏が選出され、今年度の活動方針等が決まりました。
子育て講演会では、山梨県立大学非常勤講師の新藤京子氏に「子どもは誰が育てる？～親・家庭・保育
所(園)・幼稚園・学校・行政そして地域の愛～」と題して講演をしていただきました。「いのちの大切さ」
という観点から、様々な立場で子どもに関わり、子どもをみんなで育てることの大切さと、親であること
の意味、親の役割についてお話をしていただきました。講演の内容を一部掲載いたします。

        

峡 東 教 育 事 務 所
地域教育支援スタッフ
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管内中学校総合体育大会（笛吹・東山梨）結果ダイジェスト

◆ 笛吹市の優勝校 ◆   ◆ 東山梨の優勝校 ◆

                                  

                              

６月４日（水）笛吹市・６月１１日（水）東山梨中学校総合体育大会が実施されました。

受付   開会行事         講演会          グループ討議    閉会行事

野  球     石和中
サッカー    一宮中
ソフトボール 石和中
バスケットボール 男子 浅川中
        女子 浅川中
バレーボール  男子 一宮中
        女子 石和中
卓  球    男子 一宮中
       女子 一宮中
ソフトテニス 男子 石和中
        女子 石和中

剣  道     男子  春日居中
        女子 一宮中
柔  道   男子 浅川中
        女子 御坂中
弓  道     男子  石和中Ａ
             女子  石和中Ａ
体  操    女子個人総合
           石和中

野  球     塩山北中
サッカー     勝沼中・塩山中
ソフトボール  塩山北中
バスケットボール  男子  笛川中
        女子  笛川中  
バレーボール  男子  山梨北中
        女子  山梨南中   
ハンドボール  男子  塩山中
        女子  塩山中   
卓  球    男子  山梨北中
        女子  松里中

ソフトテニス  男子  山梨南中
        女子  山梨北中
剣  道    男子Ａ 山梨北中

男子Ｂ 勝沼中Ｂ
        女子    塩山中
柔  道    男子   山梨北中
        女子   塩山中
バドミントン男子 シングルス勝沼中
        ダブルス 勝沼中    
        女子 シングルス勝沼中
          ダブルス 勝沼中

※個人戦の結果については、名前
を控えさせていただきます。

峡東地域教育推進連絡協議会主催
１ 期  日  平成２６年 ８月１９日（火） １４時３０分から
２ 場  所  甲州市民会館 （２Ｆ）
３ 講  師  後藤 芙美子 氏 「家庭教育相談員、子育てサポートリーダー」
４ テ ー マ  「子育てを地域社会の中でどのように連携させていくか」
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平成２６年度「やまなし少年海洋道中」参加者抽選会が6月1日（日）
に甲府市のことぶき勧学院で行われました。峡東地区からは男子７名・女子
２名の参加者が内定しました。今年度は男子の希望者が定員を大きく超えて
県全体の倍率が1.57倍となったために、抽選で漏れた方が出てしまいまし
たが、ぜひその前向きな意欲をこれからの学校生活や地域の活動に発揮して
いただけるようにお願いいたします。   
さて、この少年海洋道中は、伝統と多くの人々の協力に支えられながら、
今回で２７年目を迎える行事であり、多くの少年少女にとって貴重な体験の
場となってきました。                          
今年は、８月１日から９日（８泊９日）の日程で洋上や八丈島の恵まれた自然の中での体験活動を通し
て、友情・連帯・自主の精神を育み、学校・地域のリーダーとして豊かな力量を身につけることを目指し
ます。参加する皆さんにとって実りある体験となることを期待します。

                            山梨ことぶき勧学院 峡東教室

山梨ことぶき勧学院峡東教室では、異世代交流の活動として
山梨市立山梨小学校５年生の家庭科授業の支援をおこいました。５年
クラスを５グループに分けて、勧学院生が各グループに入り、
ペンケース・ブックカバーなどの小物を製作しました。フェル
トの縫い合わせに苦戦している児童に優しく針の使い方を教え
たり、アイロンの使い方などを指導しました。子どもたちとの
会話も弾みながら、楽しく実りある授業となりました。    （児童に針の使い方を指導する歓学院生）

                           主催 山梨県教育委員会 社会教育課
                             「しなやかな心の育成プロジェクト」
６月４日（水）に、山梨県総合教育センターにおいてノンフィクション
作家で評論家の柳田邦男さんが「大人の気づき、子どもの成長～絵本は心
育ての特効薬～」と題して、読み聞かせについての講演をおこない、読書
をきっかけに親子のコミュニケーションを深める「家読(うちどく)」の大
切さを語っていました。柳田さんは自らの体験を通して、「人生で大切なこ
とは全部絵本が教えてくれる」「絵本を与えるだけではなく、親子で同じ時
間を共有することが子どもの人間形成に深く関わる」と述べ、家読の意義を強調していました。

                                  甲州市教育委員会

甲州市では、教育委員会が推進する「確かな学力育成プロジェクト」が
4年目を迎えました。小中学校の全教職員が研修を積むことで共通理解を
形成するとともに、全小中学校で「学級満足度」を数値化して、それをも
とに児童生徒個々に合わせた指導・助言を行っています。その取組の成果
は、「Ｑ－Ｕ調査」の結果に着実に現れてきています。
確かな学力の向上のためには、学習集団作りが重要な要素です。授業の
中での学び合い・教え合いによって共に高め合う集団作りを進めること、
授業の中で｢自己存在感｣を実感しながら｢共感的な人間関係｣を育み「自己   
決定」を経験すること、学習に対する心構えや学習規律を確立することなどを目指しています。
5月 29日(木)に開かれた今年度第 1回研修会では、今までの成果を効果的に活用するために、講師に
甲州市スクールカウンセラー長尾雅裕先生を招いて「Ｋ１３法」の学習会を行いました。

フロンティア・アドベンチャー
「やまなし少年海洋道中」実行委員会

（説明会の様子）

（研修会の様子）



山梨県立産業技術短期大学校

                                                     
                                                                             
                     
                  

                         ※各回とも午前１０時～正午

０５５３－３２－５２０１

産業技術短期大学校は、ものづくりとホスピタリティを理念として、機械電子、情報通信、
観光関連分野のスペシャリストを育成しています。

実践的な教育内容で企業の即戦力となる人材を１人ひとり丁寧に育成します。

教員、キャリアサポーターが１人ひとりの適性を見極め、徹底的に就活を支援します。

入学金は１６万９２００円（県内出身者の場合）、授業料は３９万円（年額）です。                                     

次の日程でオープンキャンパスを開催します。
受験を考えている生徒のみなさんや保護者の方々はもちろん、「産短大ってどんなところ？」など興
味のある方ならどなたでも歓迎します。（高校１・２年生も大歓迎！!）
産短大の雰囲気や、授業に直接触れることができます。在学生との交流もあり、学校生活での生の
声を聞くことができるチャンスです。

高校生のみなさん、この夏、産業技術短期大学校で「ものづくり」を体験してみませんか。熟
練の教員が、初心者にも丁寧に教えます。高校１・２年生も参加できます。

                                        

山梨県立産業技術短期大学校 教務学生課（塩山キャンパス）
電話 ： ＦＡＸ：０５５３－３２－５２０３
住所 ：〒404-0042 甲州市塩山上於曽 1308

『 は・・
○徹底した少人数教育

○就職率はほぼ１００％

○家計にやさしい学費負担
』

産短大

「オープンキャンパス開催！！」

「高校生ものづくり技能塾も開催します。」

機械加工体験コース

プログラマーコース

エレクトロニクスコース

プログラマーコース

放電加工機とNC旋盤を使った文鎮つくり

Android版”テトリス”の作成

７月３０日（水）～８月１日（金）
午前９：００～午後４：００
（3日間）

ソルダリングの基礎を学び電波発信機を製作

Android版”テトリス”の作成

８月４日（月）～８月６日（水）
午前９：００～午後４：００
（3日間）

お申込み、お問い合わせはこちらまで

塩山キャンパス 7/13（日） 8/24 (日)

都留キャンパス 7/6（日） 8/17(日)


	Page 1
	Page 2
	Page 3
	Page 4

